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は じ め に

加治・神前・畠中遺跡 は本市の中央部を流れる近木川右岸 に位置 し、縄文時代より続 く本

市最大の遺跡範囲を有す る遺跡であります。市役所庁舎周辺において多 くの調査が実施 さ

れ、古墳時代か ら中世にかけての遺構を多数確認 してお り、当地域にその時代の中心部 を

なす集落等が存在 していたことが伺えます。

今回その中心部に新 たに調査のメスが入 り、本遺跡 の歴史を明 らかにする機会に恵まれ、

また、本調査概要報告書 として刊行す るはこびとなりました ことは、過去の人々の暮 ら し

を明 らかにすることにおいて有意義な ことと考えます。

本書刊行 にあた りまして、皆様の文化財 に対するご理解を深めていただ くとともに、文

化財の保護、保存、研究の一助 となれば幸 いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成 にあた り、関係者各位 には多大な ご理解、ご協力をいただ き、

末筆ではありますがここに深 く感謝の意を表 します。

平成8年3月29日

貝 塚 市 教 育 委 員 会

教育長 福 井 旻 彦



例 言

1.本 書 は、貝塚市役所健康福祉部健康推進課の依頼によ り、大阪府貝塚市 畠中地 内に所

在す る加治 ・神前 ・畠中遺跡 において実施 した、保険合同庁舎建設 に伴 う事前発掘調査

の概要報告である。

2.発 掘調査 は、工事との関係で2区 にわけ、第1区 を平成5年12月13日 か ら平成6年3

月22日 にかけて、第2区 を平成6年6月15日 か ら10月21日 にかけて実施 した。なお、内

業調査については平成7年6月30日 に終了 した。

3.調 査 にあたって は、貝塚市役所健康福祉部健康推進課、建設部建築住宅課よ り多大 な

理解 と協力を得た。記 して感謝の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課学芸員前川浩一、上野裕子が担当 した。

現地 ・内業調査および本書作成にかかる諸作業にっいては下記の諸氏 の参加を得て実

施 した。

足立凉子 稲田広美 梶原 剛 木戸え り子 國本純子 下方崇嗣

下中理絵子 沢村香織 清水久子 辻 幸代 西野京子 橋本 さお り

藤井記代美 堀内計秀 山本一吉 米子千智

5.本 書の編集 は上野が行い、執筆 は第1章 は前川が担当 し、それ以外は上野が担当した。

6.遺 物写真撮影 は、上野、米子が行 った。

7.出 土遺物、調査記録 は貝塚市教育委員会 において保管 している。

8.遺 物整理 にあたっては森村健一氏、嶋谷和彦氏のご教示 を得 た。記 して感謝 の意 を表

す。
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第1章 調 査 に至 る経 過

貝塚市畠中1丁 目地内に所在す る大阪府貝塚保健所等の敷地内に、大阪府貝塚保健所、

市立保健 センター、医師会館、休 日診療所等 の複合施設である保健合同庁舎の建設計画が

平成6・7年 度事業 としてもちあが り、貝塚市役所健康推進課より埋蔵文化財の取 り扱 い

について協議の申 し入れがあった。

建設予定地は、周知の遺跡、加治 ・神前 ・畠中遺跡に含まれ、周辺の調査では、古墳時

代以降の遺跡が良好に存在 して いることが明 らか となっている地域の一角であった。 した

がって、今回の建設予定地において も、多数の遺構等が存在 していることが明 らかな地点

であった。

そこで、健康推進課 と貝塚市教育委員会 との間で協議を重ねた結果、周辺調査にて地下

の状況がある程度把握できるため確認調査 は実施せずに、建物等建設 によ り破壊を受 ける

部分 を事前に本格的発掘調査す ることの合意をみた。

発掘調査 は建設工事、既設建物解体工事等 との関係か ら2区 に分割 し、第1区(調 査面

積320㎡)を 平成5年12月13日 か ら平成6年3月15日 にかけて、第2区(調 査面積1,434㎡)

を平成6年6月15日 か ら10月21日 にかけて実施 した。
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2.沢 新出遺跡3.沢 海 岸遺 跡5.長 楽寺跡7.丸 山古墳8.地 蔵堂遣跡9.下 新出遣跡16.河 池遺跡19.

泉州麻生塩壺 出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡zz.貝 塚 寺内町遺跡23.加 治神前畠中遺 跡24.明 楽寺跡25.沢

共同墓地遺跡26.沢 西 出遺跡27.沢 海岸北遺跡28.沢 城 跡29.新 井鳥羽遣 跡30.新 井ノ池遺跡34.澱 池遺跡

35.積 善寺城 跡51.窪 田遺 跡 ・窪田廃寺57.堤 遺跡59.石 才遺跡60.王 子遣 跡66.脇 浜遺跡67.今 池遣 跡

70.石 才南 遺跡72.地 蔵 堂遺 跡73.名 越西遺 跡75.新 井鳥羽北遣跡78.沢 西遺跡79.王 子西遺 跡80.津 田遺跡

82.福 田遺 跡88.堤 三宅遺跡89.沢 新 開遺跡90.沢 タナ ジ リ遣跡91 .堀新遺跡94.堀 秋毛遣跡96.沢 老 ノ塚

遺 跡97.東 遺跡102.津 田北遺跡

図1貝 塚 市 遺 跡 分 布 図
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第2章 位 置 と環 境

加治 ・神前 ・畠中遺跡 は、貝塚市の中央 を縦断す る近木川右岸の段丘上 に位置す る弥生

～中世の集落跡である。周辺の遺跡を概観す ると、北側 には貝塚寺内町遺跡、津 田遺跡、

堀遺跡、南側には丸山古墳、地蔵堂遺跡、王子遺跡、東側は新井 ・鳥羽遺跡、新井 ・鳥羽

北遺跡、澱池遺跡や脇浜遺跡等が存在す る。

調査区は遺跡の西端 に位置 している。調査区 も含め、市役所周辺 は近年開発が進 み、 そ

れに伴 う調査例 も増加 している。調査区周辺の主な発掘調査には現在の コモ池周辺で(財)

大阪府埋蔵文化財協会が行 った貝塚中央線の調査がある。調査では古墳時代の竪穴住居跡

や平安時代の掘立柱建物や中世の溝等を検出 している。

貝塚市教育委員会が行なったものでは、市道鳥羽畠中線 の調査がある。調査では平安 時

代の掘立柱建物数棟や古墳時代 と飛鳥時代 の溝、古道等を検出 している。遺物の主 な もの

としては包含層中か ら石帯が出土 している。市庁舎第1別 館建設 に伴 う調査では古墳時代

の溝、平安時代 の掘立柱建物、中世の耕作 に伴 う溝 を検 出している。調査区の西側では現

図2調 査地位置図
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在の市民文化会館、市庁舎第二別館 に伴 う調 °゚や、南側で山手道糶 設に伴 う調書を行な・

ている。市民文化会館の調査では、奈良時代の大型井戸や溝、中世 の耕作跡や条里坪境溝

を検 出してお り、第二別館の調査では、中世の耕作跡 の他、飛鳥～奈良時代の掘立柱建物

を検 出している。 また山手道路の調査では、中世の耕作跡 を何層にもわたって検出 し、奈

良時代の柱穴 も検 出している。

こうして既往の調査を概観すると、コモ池周辺 に古墳～平安時代の比較的古い時期の遺

構が集中 している。主 に建物跡が集中 してお り、特 に大型の井戸や、石帯 の出土等が この

周辺が当遺跡の中心地であることを示唆 している。中世 になると、一帯に同時期 の2～3

層 の耕作土層が認め られ、ほぼ全調査地 において鋤溝を検出 している。 この時期、近木川

下流域一帯は和泉国近木庄 として、高野山惣鎮守社、丹生神社の所領 となってい る。調査

地周辺 も条里 がよ く残 る地域 とされ、荘園の一角を担 っていたものと思われる。近木庄 に

ついて は、文献による研究が顕著で、近年 には貝塚市教育委員会の近藤孝敏の研究 によ っ

て、中世 の近木庄 の景観復元が されてお り、調査地周辺 は近木里 に比定 されている。

以上概観 したとお り、調査地 は歴史的にも重要 な地点であり、本調査 もこれ らの解明 を

目的 として実施 した ものである。

参考文献
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⑥ 貝塚市教育委員会 員塚市埋蔵文化財調査報告第30集 「加治神前畠中遺跡発掘調査概要一都市計画

道路文化会館山手線建設に伴う調査一」1993.9.30

⑦ 近藤孝敏 「近木庄の歴史と在地の動向一その成立と展開を中心として一」「ヒス トリア』大坂歴史
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第3章 調 査 成 果

1.調 査の概要

調査 は開発計画に基づ き、全体面積1754㎡ の調査区を設定 した。工事の関係か ら調査を

図3調 査区地区割図
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2期 に分 けて行ない、1区320㎡ 、1区1434㎡ に設定 して実施 した。調査区 は国家座標 に

基づいて5m×5mの 区画を設定 し、南北に14区 画、東西 に10区 画 とし、北 より1～14、

東よ りA～Jの 番号を与えた。

調査地 では7層 の層序を確認 している。その内、盛土、現代耕土 までを重機で下げ、第

3層 か ら各上面で遺構検出を行なった。調査地 は貝塚保健所の跡地であり、調査区の北半

部 は既設建物の基礎により、地山面 まで壊され、遺構等 は残 っていなか った。また、 調査

区の南側 は盛土整地の際に撹乱 しており、約550㎡ の範囲で遺構 は残 っていなか った。 そ

れ以外では各上面全域で遺構 を検出 した。

2.基 本層序

調査区の層序は基本的に7層 である。本報告では周辺の調査との関係 も含め、調査区周

辺の土層堆積課程を追 って、以下詳細な報告を行なうことにする。

第1層;盛 土である。層厚30～90cmで ある。

第2層;N4/0灰 色 シル ト～極細砂の現代耕土である。調査 区西側 では2.5Y4/黄 灰色

シル ト～極細砂の2層 に分かれ る部分 もある。層厚6～25cmで ある。

第3層;5Y5/1灰 色極細砂～ シル トの床土である。層厚3～20c皿 である。下層 の第

4層 上面 では鋤溝を多数検出 しており、本層が耕作土であることがわかる。遺物 は土師器、

須恵器、瓦器、陶磁器が出土 している。

第4層;2.5Y4/1黄 灰色砂質シル トである。層厚6～18c皿 である。下層の第5層 上面、

第6層 上面では鋤溝を多数検出 してお り、本層は耕作土である。遺物 は土師器、須恵器、

瓦器、磁器、鉄片、古銭が出土 している。

第5層;2.5Y4/1黄 灰色 シル トである。層厚3～16cmで 調査区の西半部にのみ推積す

る。第6層 上面では鋤溝 を検出 しており、本層 は耕作土である。遺物はサヌカイ ト、土師

器、須恵器、瓦器、瓦、焼土が出土 している。

第6層;10YR5/1褐 灰色 シル トである。層厚5～20c皿 である。第7層 上面 で鋤rを 検

出 してお り、本層 は耕作土である。遺物 はサヌカイ ト、土師器、須恵器、瓦器、磁器、磁

器、古銭 が出土 している。

第7層;5P3/1暗 紫灰色粘質 シル トである。層厚6～16cmで 調査区の東半部 にのみ推

積す る。本層 にはラ ミナが認 められ、下面 は地山を巻 き込み、平担でない。 また、下層 の
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地面では踏み込み跡、稲株跡等を検出 している。このことか ら本層 は水田層 であると考 え

られる。遺物 はサヌカイ ト、弥生土器、土師器、須恵器が出土 している。

地山は黄色粘土で、東側になるにっれて礫 を含み、調査区東端では径2～5c皿 大 の礫 と

なる。19.300～19.800mを 測 り、緩やかではあるが、北西側 に落 ち込んでい く。地山 は周

辺の調査において も、さらに北西側に落ち込み、市役所西の鳥羽畠中線部分では16.6001nな

る。

第7層 は周辺の調査で も認 あられるが、一部に しか推積 していない場合が多い。調査区

で は地山が高 くなる東半部に認め られる。第7層 が推積する部分では、地山上面 において

飛鳥～平安時代の比較的古い時期の遺構 を検出することができるが、第7層 の推積 して い

ない部分では古い時期の遺構 は認め られず、あっても上面が攪拌 されている場合が多い。

このことか ら第7層 堆積後、大規模に削平が行 なわれたと考え られる。元々凹凸の多い地

山面であった上 に第7層 が堆積 した後、緩やかに西側が低 くなるように平坦に削平 したた

め、第7層 が薄い部分 は地山面を削 り込み、地山が低 く第7層 が厚 く堆積 している部分 は

第7層 が残 るという結果になったと考える。

第6層 は周辺調査 において も普遍的に認 め られ る。第6層 堆積時に土地を整備するため

に削平等を行ない、広範囲で耕地を行なった ことが伺える。

1:盛 土

2:N4/0灰 色 シ ル ト～ 極 細 砂

3:5Y5/1灰 色 極 細 砂 ～ シル ト

4:2.5Y4/1黄 灰 色 砂 質 シ ル ト

5:2.5Y4/1黄 灰 色 シル ト

6:10YR5/1褐 灰 色 シル ト

7:5P3/1暗 紫 灰 色粘 質 シル ト

8:黄 色 粘 土=地 山

図4.基 本層序模式図
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第5層 、第4層 は類似 した層相で、上面 の酸化によりわずかに区別 し得る。出土遺物 か

らも時期的に大差は無いと思われる。周辺の調査では、第5、4層 に比定することは難 し

いが、同時期の層 は普遍的に認め られる。調査区では第5層 はT.P.が 低 くなる西半部 に し

か堆積 していない。そのため第4層 は水平な堆積 となり、第5層 が低い部分を埋め るよ う

な形 とな る。周辺で も時期を置かずに、低い部分を埋める形で繰 り返 し耕作が行われた も

のと考え られ、第3層 堆積時にほぼ現在のよ うな地形 となったと考え られる。

調査区の現地表面 は20.500～20.600mで ほぼ水平である。

3.検 出遺構

調査 は第3層 ～地山までの計6面 の遺構検出を行 なった。その結果、第3層 ～第7層 上

面で は鋤溝を検出 し、調査地が中世以後、耕作地 として続いていた ことが判明 した。地山

上面では、奈良時代の溝、 自然溝状遺構、落ち込み、多数の土坑、踏み込み、稲株跡等 を

検出 した。以下、各遺構面 ごとに、調査成果の主な ものにっいてその概要を示す。

第3層 上面遺構

鋤溝群(図5)

本遺構群 は盛土整地時の攪乱によって、一部検出不可能な部分 もあったが、調査 区の ほ

ぼ全域で検出 した。鋤溝 は西に約35° 振 って、南東一北西方向にのびる溝 と、少数 であ る

がそれに直交す る溝 とがある。いずれ も幅約15～50c皿 で、深 さは2～3cmを 測 る。埋土 は

暗灰色 シル トで、現代耕土である。遺物は陶磁器、土師器、瓦器が出土 している。

SD-1001(図5)

本遺構 はB・C-7・8区 で検出 した溝である。幅30～50c皿、深 さ6～10cmを 測 り、南

東～北西に向かって流れており、暗渠跡と考えられ る。埋土 は暗灰色 シル トである。遺物

は肥前磁器、陶器、瓦が出土 している。

第4層 上面遺構

鋤溝(図6)

本遺構群 は調査区全域で検出 した。他の面 と比較 して、鋤溝の数 はやや少ない。鋤溝 は

西に約35～40° 振 って、南東一北西方向にのびる溝と、少数であるがそれに直交する溝 と
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図5第3層 上面遺構配置図
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図6第4層 上面遺構配置図
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第7第5層 上面遺構配置図
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図8第6層 上面遺構配置図
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図9第7層 上面遺構配置図
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図10地 山上面遺構配置図
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がある。いずれも幅10～40c皿 で、深さは2～3c皿 を測 る。埋土 は灰色極細砂～ シル トで、

上層の第3層 に対応す る。遺物 は土師器、須恵器、瓦器、磁器、焼土等が出土 している。

第5層 上面遺構

鋤溝群(図7)

第5層 は前述 したように調査区の西半部 にのみ堆積 している層である。本遺構群 は第5

層上面において検出 した。鋤溝 は西 に約35～40° 振って、南東一北西方向にのびる溝 と、

少数で はあるがそれに直交する溝 とがある。いずれ も幅10～50cmで 、深さは2～3cmを 測

る。埋土 は黄灰色 シル トで、上層 の第4層 に対応す る。遺物 は土師器、須恵器、瓦器 が出

土 している。

第6層 上面遺構

鋤溝群(図8)

本遺構群 は調査区全域で検 出 した。鋤溝 は西に約35～40° 振 って、南東一北西方向にの

びる溝 とそれに直交する溝 とがあるが、圧倒的に数を占めるのは南東一北西方向の溝で あ

る。いずれも幅10～50c皿で、深 さは2～3cmを 測 る。埋土は黄灰色 シル トで、第5層 の堆

積 していた西半部では上層 の第5層 、堆積のなかった東半部では第4層 に対応す る。遺物

は土師器、須恵器、瓦器、磁器が出土 してい る。

第7層 上面遺構

鋤溝群(図9)

本遺構群は調査区全域で検出 した。鋤溝は西 に約35～40° 振 って、南東一北西方 向にの

びる溝 とそれに直交す る溝 とがあるが、圧倒的に数を占めるのは南東一北西方向の溝で あ

る。いずれも幅10～40c皿で、深さは2～3cmを 測 る。埋土 は褐灰色 シル トで上層 の第6層

である。遺物は土師器、須恵器、瓦器、石包丁等が出土 している。

地山上面遺構

SD-718(図10、11、 図版4、5)

本遺構 はC～H-9～12区 で検出 した溝である。最大幅約90cm、 最小幅約50cm、 深 さ約

20cm～35cmを 測 り、西に約60° 振 って北西～南東に流れている。埋土は上層が赤灰色 シル
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トで、 下 層 で は 極 細 砂 ～ 砂 質 シル トと な る 。 本 遺 構 に っ な が る と思 わ れ る遺 構 は 、1990～

1992年 に行 な わ れ た 調 査 に お い て検 出 して い る。1993年 刊 行 の貝 塚 市 埋 蔵 文 化 財 調 査 報 告

第26集 でSD-10、 第30集 でSD-6と 報 告 して い る溝 が そ れ に該 当 す る。 遺 物 は 、 本 調

査 に お い て 土 師 器 、 須 恵 器 、 サ ヌ カ イ トが 出 土 して い るが 、 他 の 調 査 で は 須 恵 器 壷 、 土 師

器 皿 等 が 出 土 して お り、 本 遺 構 は 奈 良 時 代 の もの と考 え られ る。

SD-6002(図10、11、 図 版5)

本 遺 構 はE・F-10・11区 で 検 出 した溝 で あ る。E-11区 付 近 でSD-718と 交 差 し、

東 に約20° 振 っ て 北 東 ～ 南 東 方 向 に流 れ 、F-10区 で 止 ま って い る。 そ の た め 、SD-71

8が 枝 を広 げ た よ う な形 と な る。 両 者 の切 り合 い 関 係 にっ い て は 、 上 面 観 察 で は判 別 で き

な か っ た。 幅22～42cm、 深 さ2～5cmを 測 り、 埋 土 は赤 灰 色 極 細 砂 ～ 細 砂 で あ る。 遺 物 は

出 土 して い な い が 、SD-718と 同 時 代 の もの と考 え られ る。

踏 み 込 み 跡(図10)

本 遺 構 は調 査 区 の ほ ぼ 全 域 で 検 出 した。 一 部 稲 株 か と思 え る も の も存 在 す る。 踏 み 込 み

は調 査 区 南 東 部 に集 中 す る傾 向 を み せ 、 径5～10cmの 円形 、 深 さ2～10c凪 の範 囲 で 凹 凸 と

な って い る。 踏 み 込 み の存 在 か ら も、 上 層 の 第7層 は水 田 層 と言 え る が 、 第7層 の 上 面 は

削 平 を う け て い る と考 え られ 、 畦 畔 等 の遺 構 は 見 っ か って い な い 。 埋 土 は と もに紫 灰 色 シ

ル トで あ る。 遺 物 は土 師 器 、 須 恵 器 が 出 土 して い る。

SD-6008(図10)

本 遺 構 はE～1-5・6区 で 検 出 した 溝 で あ る。 攪 乱 に よ って 一 部 が欠 け るた め、 全 体

の 把 握 は 難 し い が 、 西 側 に 緩 や か に 曲 折 し な が ら、 北 西 ～ 南 東 に 向 か って 流 れ て い る 。 本

溝 は 東 側 のE-6区 付 近 で 途 切 れ て い るが 、SX-6001に よ って 切 られ た と考 え ら れ る。

幅 約10～30cm、 深 さ 約10c皿 を 測 り、 埋 土 は1mm以 下 の 砂 粒 を含 む 赤 灰 色 シ ル トで あ る 。 遺

物 は 出 土 して い な い。

SK-705(図10、12、 図 版4、5)

本 遺 構 はC・D-13区 で 検 出 した土 坑 で あ る。 一 辺 が82～88cmの 不 整 な 隅 丸 正 方 形 を 呈

して い る。 本 遺 構 は上 層 に 約10c皿 の 茶 灰 色 シ ル トが 堆 積 して お り、 上 面 観 察 で は判 別 で き
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1:赤 灰色 シル ト

2:赤 灰色極細砂～砂質シル ト

3:赤 灰色シル ト含極細砂～細砂

図11SD-718、SD-6002
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なか ったが、半割すると、4～6cmの 幅で灰色シル トが柱穴状に巡 っている事が観察 され

た。灰色 シル トの内外には礫混 じりの紫灰色シル トが堆積 してお り、内側 では下層 にな る

にっれて地山のブロックが含まれる。深 さは48cmで ある。灰色 シル トは有機質の跡 と考 え

られ、柱根か木枠が入 っていた可能性がある。柱根 ならば掘立柱建物の可能性はあるが、

南側に隣接する文化会館山手道路建設時の調査で は、同様の遺構 は検出 していない。 サ ヌ

カイ ト片を1片 出土 したのみで時期などの判断は難 しい。

1:茶 灰 色 シ ル ト

2:紫 灰 色 砂 礫

3:灰 色 シ ル ト

4:紫 灰 色 シ ル ト(地山ブロック含 む)

図12.SK-705
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SD-719～722(図10、13、 図 版8)

本 遺 構 はB～D-9～11区 で 検 出 した 溝 で あ る。 最 大 幅1m、 最 小 幅10cmを 測 り、 多 方

に 枝 葉 を 広 げ た よ うに 蛇 行 す る不 整 形 の 溝 で 、 径 約12mの 範 囲 に広 が っ て い る。 深 さ は3

～50cmで 凹 凸 が 激 し く、 埋 土 は紫 灰 色 シ ル トで あ る。 本 溝 は そ の 形 状 か ら人 為 的 な 溝 と は

考 え られ ず、 自然 の もの と考 え られ る。 遺 構 の 性 格 にっ いて は風 倒 木 痕 が 考 え られ る。 遺

物 は サ ヌ カ イ ト片 、 焼 土 が 出 土 して い る。

SD-6001(図10、13、 図 版9)

本 遺 構 はD～G-7～9区 で 検 出 した 溝 で あ る。 最 大 幅1.2m、 最 小 幅15cmを 測 り、 深 さ

は3c皿 ～50cmと 凹 凸 が 激 しい 。 本 遺 構 は 形 状 、埋 土 と も にSD-719～722と 同 様 で 、 人 為

的 で はな く、 自 然 の溝 と考 え られ る。SD-719～722よ り大 き く、 径 約13mの 範 囲 で 広 が っ

て い る。 遺 構 の性 格 はSD-719～722と 同 様 で あ る。 遺 物 は石 鏃 が 出 土 して い る。

SK-701(図10)

本 遺 構 はC-12区 で 検 出 した 土 坑 で あ る。 径2.38mの 不 整 円 形 を 呈 し、 深 さ は 約2～3

cmと 浅 い が、 部 分 的 に30cm程 の深 さ に な る。 埋 土 は 砂 礫 粒 を 少 量 含 む赤 灰 色 粘 質 シ ル トで

あ る 。遺 物 は 出 土 して い な い。

SK-702(図10)

本 遺 構 はC-12・13区 で検 出 した土 抗 で あ る 。 径1.32mの 不 整 形 を呈 し、 深 さ は約3～6

c皿だ が、 部 分 的 に約20cm程 の 深 さ に な る。 埋 土 は 赤 灰 色 粘 質 シ ル トで あ る。 遺 物 は 出 土 し

て い な い 。

SK-706(図10)

本 遺 構 はC-11・12区 で 検 出 した 土 抗 で あ る。 幅0.87m、 長 さ約4mの 不 整 形 を 呈 し、 深

さ は約2～4cmだ が 、 部 分 的 に約20cmの 深 さ に な る。 埋 土 は 赤 灰 色 粘 質 シ ル トで あ る 。 遺

物 は 出 土 して い な い 。

SK-6001(図10、 図 版9)

本 遺 構 はB～H-1～8区 で 検 出 した 落 ち 込 み で あ る。 北 に 向 か って 緩 や か に 落 ち 込 ん
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図13SD-719～722,SD-6001
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でお り、規模等は攪乱 によって不明であるが、調査区北半部の広範囲に及んでいる。深 さ

は東側が深 く、約30cmを 測るが、西へい くにっれ浅 くな り、約15c皿程度 とな る。埋土 は暗

灰色砂礫～砂質土である。遺物は土師器、サヌカイ ト片が出土 した。

4.出 土遺物

本調査で出土 した遺物 は、ほとん どが包含層か らの出土で、他 は鋤溝 からの出土が多少

見 られるのみである。大半 は土器類であり、破片が多 く、図示得るものは少ない。時期 的

には縄文～近世までの遺物が見 られるが、中世 の遺物が大半を占めている。中でも瓦器碗

の出土が目立っ。次 いで、土師器小皿、羽釜等が多 く見 られる。また輸入陶磁器の出土 も

目立 ち、青磁、白磁碗が多 く出土 してい る。古い時期では飛鳥、奈良時代の須恵器、土 師

器等 も出土 してお り、石鏃や石包丁等の旧石器～弥生までの石器類 も多 く出土 している。

他には瓦、古銭、鉄釘、焼土等 も出土 している。なお、遺物の分析を進 めるにあた って瓦

器 は勝浦康0、 羽釜 は菅原正哨、須恵器 は中村浩罠、青磁、白磁 は上田秀奚、森田勉瓷 の

研 究 成 果 を参 考 に さ せ て い た だ い た 。 瓦 器 碗 は1～IV期 ま で の 広 い 時 期 にわ た って い るが、

中心 は 皿一1、2期 で 、 こ の時 期 の も の は 包 含 層 や 鋤 溝 等 か ら も多 く出土 して い る 。 土 師 器

小 皿 は 口径7～10cm前 後 の もの が多 く、 底 部 か ら口 縁 を鋭 く立 ち上 が らせ る もの(6、7、

28、38、39、79、80、98、99、102、103)と 、 な だ らか に 立 ち上 が らせ る も の(69、100、

101、104)が あ る。 前 者 は焼 成 も良 く、 胎 土 も密 で あ るの に 対 し、 後 者 は 薄 作 り で 、 胎 土

も砂 粒 を 多 く含 み 、 焼 成 も良 くな い と い う特 徴 が あ る。 羽 釜 は和 泉D型 が 主 流 で あ る。

・第1区 鋤 溝 群 出 土 土 器(図14、 図 版10)

1～4は 第3層 上 面 の 鋤 溝 か ら出 土 し た も の で あ る 。

1～3は 肥 前 系 磁 器 で あ る。1は 体 部 に 笹 文 を描 き、2と3は 外 面 と見 込 み に そ れ ぞ れ

コ ン ニ ャ ク 印 判 を 施 す 。4は 陶 器 で 土 瓶 の 底 部 で あ る。 い ず れ も19世 紀 の もρ で あ る。

5は 第5層 上 面 の 鋤 溝 か ら出 土 した も の で 、 土 師 器 の 甕 口 縁 部 で あ る。 復 元 口径 は25cm

を測 る。

6と7は い ず れ も第6層 上 面 か ら出 土 し た も の で 、 土 師 器 の皿 で あ る。 口径 は そ れ ぞ れ

17.3cm、17.5cmを 測 る。

8は 地 山 上 面 の 鋤7か ら出 土 し た も の で 、 瓦 器 碗 で あ る。 復 元 口 径14.6cmを 測 る 。 ミ ガ

キ の 有 無 は 摩 滅 に よ り不 明 だ が 、下 半 部 に は指 頭 圧 痕 が 残 って い る。
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・第11区 鋤 溝 群 出 土 土 器(図14 、 図 版10)

11、12は 第3層 上 面 の 鋤 溝 か ら出 土 した もの で あ る。

11は 潭 州 窯 系 青 花 の盤 で 、 復 元 高 台 径13c皿 を 測 る。 高 代 台 下 に は離 れ 砂 が 多 く付着 す る。

12は 伊 万 里 碗 で あ る。 見 込 み に 菊 文 、 高 台 内 側 に禍 福 文 を記 す 。

9は 第4層 上 面 の鋤 溝 か ら出 土 した もの で 、 土 師 器 の 小 皿 で あ る。 口径7.6cmを 測 る。

全 体 的 に薄 造 りで あ る。

10は 第5層 上 面 か ら出 土 した もの で 、 瓦 器 の 小 皿 で あ る 。 口 径8cmで あ る。13世 紀 の も

の と考 え られ る る。

13～17は 第6層 上 面 の 鋤 溝 か ら出 土 した も の で あ る。

13～15は 須 恵 器 で あ る。13は 蓋 の っ ま み、14、15は 杯 身 で あ る。14は 口 径13.8cm、15は

高 台 径13cmに 復 元 で き る。 いず れ も陶 邑 皿型 式3段 階 に属 す る も の で あ る。

16、17は 瓦 器 で あ る。16は 碗 底 部 で 、 高 台 径7.2c皿 を測 る。 摩 滅 に よ り ミガ キ の 有 無 は 不

明 だ が 、 高 台 の 形 態 に よ り 皿一1期 に属 す る も の と考 え られ る。17は 小 皿 で 、 口 径10.7cm

を 測 る。 内 面 に格 子 文 の ミガ キ を施 す 。16と 同 じ く 皿一1期 に属 す る もの で あ る。

18、19は 瓦 質 の羽 釜 で あ る。18は 外 面 に ケ ズ リ、19は 内 面 にハ ケ メ を 施 し て い る 。 い ず

れ も和 泉D型 に属 す る もの と考 え られ る。

20～27は 第7層 上 面 の鋤 溝 か ら出土 した も の で あ る。

20は 土 師 器 甕 の 口縁 部 で 径31.6cmを 測 る。

21～23は 須 恵 器 で あ る。21は 杯 蓋 で 、 径19.6cmを 測 る。22、23は 杯 身 で 、 そ れ ぞ れ 高 台

径10cm、 口 径12c皿 を 測 る。21、22は 陶 邑IV型 式 に 属 す る。23は 不 明 だ が 、 口 径 、 胎 土 の 状

態 か ら皿 型 式 の 可 能 性 が あ る。

24、25は 瓦 器 小 皿 で あ る。 口 径8,6cm、7.4cmを 測 る。 内 面 に ミガ キ を 施 す 。

26、27は 瓦 器 碗 で あ る。 口径15.4c皿 、17cmを 測 る。 ミガ キ の 有 無 は摩 滅 に よ り、 不 明 で

あ る。

・第1区 包 含 層 第3層 出土 土 器(図15 、 図 版11)

28は 土 師 器 の 小 皿 で あ る。 口 径6.6c皿 を 測 る。29は 一 重 網 手 文 の 波 佐 見 焼 で あ る。 口 径10

cmを は か る 。

30は 青 磁 で あ る。 口径 は15cmで あ る。
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図14鋤 溝 群 出 土 土 器

(1～8:第1区 鋤 溝群 、9～27:第iz区 鋤溝 群)
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・第1区 包 含 層 第4層 出 土 土 器(図15 、 図 版11)

31と32は そ れ ぞ れ 杯 蓋 と杯 身 で あ る。31は 口 径17.4cm、32は 高 台 径9.4cmを 測 る。

33は 土 師 器 杯 で あ る。 口 径10.8c皿 を 測 る。 内 面 の 調 整 は摩 滅 に よ り不 明 。

34は 瓦 器 碗 底 部 で あ る。 高 台 径 は8.2c皿 を 測 る。 高 台 はII-3期 か ら 皿 一1期 の 特 徴 を

もっ 。 ミガ キ の 有 無 は 不 明 。

35は 土 師 質 の土 錘 、36は 土 師 質 の 蛸 壺 で あ る。

・第1区 包 含 層 第5層 出 土 土 器(図15、 図 版11)

37は 瓦 器 小 皿 で あ る 。 口径 は8.2c皿 を 測 る。 ミガ キ の 有 無 は 摩 滅 に よ り不 明 で あ る。

・第1区 包 含 層 第6層 出 土 土 器(図15、 図 版11)

38～40は 土 師 器 で あ る。38、39は 口 径 が7c皿 前 後 の 小 皿 で あ る。39は 内 面 を 丁 寧 に な で

て い る。40は 杯 で 、 口径 は12.8cmを 測 る。 精 良 な胎 土 で 丁 寧 に作 っ て い る。

41～43は 須 恵 器 で あ る。41は 杯 蓋 、 口 径 は13.5c皿 を 測 る。IV型 式1段 階 頃 の も の で あ る

42は 壼 の 底 部 、43は 高 杯 の脚 部 で あ る。

44～56は 瓦 器 で あ る。44～48は 碗 の 口 縁 部 で 、 口 径 は い ず れ も14～15c皿 前 後 で あ る。 内

面 の ミガ キ は摩 滅 に よ り不 明 な も の が あ るが 、 ほ ぼ 口縁 部 に ま で 達 して お り、 外 面 は 下 半

部 に 指 頭 圧 痕 が 残 る。49、50は 碗 の底 部 で 、 高 台 径 は4c皿 前 後 で あ る。 内 面 に は ミ ガ キ を

有 す 。 高 台 の形 態 か ら皿 一2期 の も の と考 え られ る。51～56は 小 皿 で あ る 。51、52は 口 径

が9～10c皿 前 後 と比 較 的 大 き く、 ミガ キ を 有 す 。 特 に51は 内 面 に 平 行 線 文 を施 し、 丁 寧 に

仕 上 げ て い る。 そ の 他 、53、54が 口 径6～7cm前 後 、55、56が8cm前 後 を 測 る。 ミガ キ の 有 無

は摩 滅 に よ り不 明 で あ る。

57は 瓦 質 の 羽 釜 で あ る。 口径 は18c皿 を 測 り、 和 泉D型 で あ る。 外 面 は ヘ ラ ケ ズ リ、 内 面

に はハ ケ メ 状 の 痕 跡 が 残 る。

58～61は 青 磁 で あ る。 口 径 は いず れ も15～16cm前 後 で あ る。58、59は 無 文 、60、61は 蓮

華 文 の 印 刻 を施 し、14世 紀 代 の もの で あ る。

62、63は 白 磁 で 、 森 田 氏 の分 類 でA類 に 属 す る もの で あ る。62は 無 高 台 で 、 径6.6c皿 、63

は 口径 が9.8cmで あ る。
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図15第1区 包 含 層 第3・4・5・6層 出 土 土 器

(28～30:第3層 、31～36:第4層 、37:第5層 、38～63:第6層)
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・第2区 包 含 層 第3層 出 土 土 器(図16
、 図 版12)

64は 陶 器 の 行 平 口縁 部 で あ る。 口 径 は12.8cmを 測 る。

65、66は 青 磁 碗 で あ る。65は 外 面 に 雷 文 を 印 刻 し、C-2類 に 属 す 。14世 紀 代 の も の で

あ る。66は 高 台 部 で 、径4.2cmを 測 る。 高 台 内 ま で 全 面 に 施 釉 して い る。

・第Il区 包 含 層 第4層 出 土 土 器(図16
、 図版1a)

67は 須 恵 器 高 杯 の 脚 部 で あ る。 高 台 径 は10cm、 中央 に方 形 の透 か しが 存 在 す る。

68は 端 反 りの 白磁 碗 で あ る。 口 径69cmを 測 る。

70は 須 恵 器 の 鉢 で あ る。 口縁 部 を 折 り返 して肥 厚 させ て い る。 端 部 が 欠 け て い る が 、 口

径20c皿 前 後 に復 元 で き る。

71は 土 師 質 の 蛸 壺 で あ る。

72は 土 師 器 の 壷 口 縁 部 、73は 土 師質 の鉢 口縁 部 で あ る。 口 径 は そ れ ぞ れ24.6c皿 、36.8c皿

を測 る。 い ず れ も摩 滅 に よ り、 調 整 は不 明 で あ る。

74は 瓦 質 の 羽 釜 で あ る。 口 径26c皿 を 測 る。 外 面 に ケ ズ リ、 内 面 に ハ ケ メを 施 し、 和 泉D1

型 に 属 す る。

・第ll区 包 含 層 台5層 出 土 土 器(図16 、 図 版12)

75は 須 恵 器 の 鉢 で あ る。 口 径33.6c皿 を測 る。

76は 土 師 器 の 壺 口 縁 部 で 、 口径34.2cmを 測 る。 胎 土 は粗 く、 外 面 に は指 頭 圧 痕 が 残 る 。

77～80は 土 師 器 の 皿 で あ る。77は 口 径12.6cmを 測 り、 全 体 的 に 薄 く仕 上 げ て い る 。78は

口径7.2cmで 、 口縁 部 は な だ らか に立 ち上 が る。79、80は 口 径8.5cm前 後 で 、 口 縁 部 は 鋭 く

立 ち 上 が っ て い る。

81、82は 瓦 質 土 器 で あ る。81は 和 泉 型 の 羽 釜 口縁 部 で、 口 径31cmを 測 る。82は 鉢 口 縁 部

で 、 口径26.6cmを 測 る。

83は 無 高 台 の 白磁 碗 で あ る。 全 面 に施 釉 し、A群 に 属 す る。

・第11区 包 含 層 第6層 出 土 土 器(図17
、18、 図 版13)

84～91は 須 恵 器 で あ る。84、85は 杯 身 で あ る。 口 径 は12.2cm、16.4cmを 測 る。 立 ち 上 が り

は短 く、II型 式 第4、5段 階 の もの と思 わ れ る。86は 杯 高 台 部 で 、 径10cmを 測 る 。 高 台 は

付 高 台 で あ る。87は 壺 底 部 で あ る。 径6cmを 測 り、 少 し雑 な作 りで あ る。88～91は 鉢 で あ
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図16第11区 包 含 層 第3・4・5層 出 土 土 器

(64～66:第3層 、67～74:第4層 、75～83:第5層)
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図17第2区 包含層第6層 出土土器
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図18第2区 包 含 層 第6層 出 土 土 器

る。 口 縁 断 面 が な だ らか な 三 角 に な る も の(88・89・91)と 強 く張 り出 して 四 角 くな る も の

(90)と が あ る。 口径 は そ れ ぞ れ25.8cm、27.6cm、30.4cm、31cmを 測 る。

92～104は 土 師 器 で あ る。92は 甕 口縁 部 で あ る。 口 径23.4c皿 を 測 る。 調 整 は 摩 滅 に よ り

不 明 だ が 、 外 面 に 工 具 痕 が 残 り、 ハ ケ メ が あ っ た と思 わ れ る。93は 壺 口縁 部 で あ る。 口 径

18.2cmを 測 る。94は 甑 把 手 、95は 蛸 壺 で あ る。96、97は 皿 で あ る。 口 径 は11.8cm、13cm測 る。

98～104を 小 皿 で あ る。 口 径 は7～8㎝ 前 後 に 集 中 す る。

105は 瓦 質 羽 釜 で あ る。 口 径 は20cmを 測 る。 内 面 に ハ ケ メ を有 して お り、和 泉D1型 で あ

る。106～112碗 高 台 部 で あ る。106は 高 台 径 が10.2cmと 大 き く、 高 さ もあ る こ とか ら1期 に

属 す る も の と考 え られ る。107は 高 台 径 が8.4c皿 、108は 高 台 径6cmで 、II-2期 に属 す 。

109～112は 高 台 径5～6c皿 前 後 で、 高 台 は断 面 三 角 を呈 し、 皿 期 の特 徴 を もっ 。

113～115は 碗 口縁 部 で あ る。 口 径 は12cm、14.2cm、17cmを 測 る。 い ず れ も 内 面 に ミ ガ キ

を 施 し、外 面 に は指 頭 圧 痕 が 残 っ て い る。 皿 一3～IV期 に 属 す も の と考 え られ る。

116～119は 小 皿 で あ る。116、117は 口径7.5cm前 後 、118、119は 口 径8.5c皿 前 後 を 測 る 。 調

整 は116の 内 面 に ミガ キ が 施 さ れ るが 、 他 は摩 滅 に よ り不 明 。

120～126は 輸 入 陶磁 器 で あ る。 い ず れ も12世 紀 後 半 ～13世 紀 代 の も の とお もわ れ る。

120～123は 白 磁 で あ る。120は 端 反 りの 碗 で 、 口 径 が14.8c皿 、121、122は 端 部 を 肥 厚 さ せ

た も の で 、 そ れ ぞ れ 口 径15.4c皿 、17.4cmを は か る。123は 無 高 台 の 皿 で 、 口 径9.2㎝ を 測 る。

124～126は 青 磁 で あ る。124は 同 安 窯 系 の碗 高 台 部 で 、 高 台 径5cmを 測 る。125は 片 切 彫 り の

蓮 弁 文 を もつ もの で、 口 径15cmを 測 る。126は 高 台 径4c皿 で あ る。
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・第11区 包 含 層 第7層 出 土 土 器(図19)

127、128は 弥 生 土 器 の 底 部 で あ る。 底 部 の 径 は そ れ ぞ れ5.2c皿 と3,8cmを 測 る 。 摩 滅 が ひ

ど く、 調 整 は 不 明 で あ る 。129、130は 土 師 器 甕 口 縁 部 で あ る。 口 径 は そ れ ぞ れ32c皿 、11.4

cmを 測 り、 外 面 にハ ケ メ が 施 され て い る。131～134は 須 恵 器 で あ る。131は 杯 蓋 で 、IV型 式

第3段 階 の もの で あ る。 径15cmを 測 る。132、133は 高 台 部 で、132は 杯 身 、133は お そ ら く

壺 の 高 台 と思 わ れ る。 高 台 径 は そ れ ぞ れ8.8cm、7.2cmを 測 る。134は 壺 の 底 部 と思 わ れ る 。

径 は3.5c皿 で 作 り も雑 で あ る。

・石 器(図20 、21、 図 版14、15)

135～140は 石 鏃 で あ る。 材 質 は す べ て サ ヌ カ イ ト製 で あ る 。135は 第II区 第5層 出 土 で

あ る。 凸 基 有 茎 式 で 、 幅2.3c皿 以 上 、 長 さ4.7cm以 上 、 厚 さ0.7cmを 測 る。137は 第1区 第6層 、

138は 第2層 第6層 出 土 で 、 いず れ も凹 基 無 茎 式 で あ る。137は 幅2cm、 長 さ1.5c皿 以 上 、 厚

さ0.4c皿、138は 幅1.8c皿 、 長 さ0.4c皿 を 測 る 。139、140は そ れ ぞ れ第2区SD-6001、Sm

6004出 土 で あ る。139は 平 基 無 茎 式 、140は 凹 基 無 茎 式 で 、139は 幅1.6cm、 長 さ2.5c皿 、 厚 さ

0.5cm、140は 幅1.9cm、 長 さ3.lcm、 厚 さ0.4cmを 測 る。

141は 第1[区 第7層 上 面 鋤 溝 か らの 出 土 で、 結 晶 片 岩 製 の石 包 丁 で あ る。 直 線 片 刃 で 、

図19第2区 包 含 層
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図20石 器
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図21石 器 、 金 属 製 品

幅10cm、 長 さ3.5cm、 厚 さ0.7㎝ を 測 る。

142は カ ヌ サ イ トの剥 片 で あ る。 幅3.5cm、 長 さ7.8cm、 厚 さ1.4cmを 測 る。

・金 属 製 品(図21、 図 版13)

143は 第1区 第6層 鋤 溝 出 土 の鉄 釘 で あ る。 錆 が か な り付 着 して い るが 、 長 さ5.2cm、 径

0.9c皿を 測 る。

144～146は 古 銭 で あ る。144、145は そ れ ぞ れ 第1区 第4層 、 第6層 出土 で あ る。 銭 種 は

144、145が 北 宋 銭 で 景 徳 元 寳(初 鋳1004年)、 威 平 元 寳(998年)で あ る 。146は 明 銭 で 洪

武 通 寳(1368年)で あ る。 い ず れ も径 は2cm前 後 で あ る 。

1'
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第4章 ま と め

当調査地は第2章 で も述べたとおり、近木庄の条里が残 ると推定される場所に位置 して

いる。調査では各面において鋤溝を多数検出 し、鋤溝および耕作土である包含層か らは13

～19世 紀代の遺物が出土 している。

周辺で は近年発掘調査が進み、概要が明 らかになりっっあるが、同様の遺構 は普遍 的に

認められ、中世の段階で、広い範囲が耕作地 として開発を受 けていたことは確実 とな って

いる。しか し、調査 は地山上面 のみで行 ったものがほとんどで、調査面は1面 もしくは2

面である。

今回調査 のように現代耕土下全面 において調査を行ない、各面で鋤溝を検出 した とい う

ことは、中世以降の耕作地の変遷を考える上で一定の成果を得たと考える。

そこで今回の調査の結果 を基 に、各調査地の結果を踏まえなが ら、条里 にっ いての若干

の考察を試 みようと思 う。調査地周辺 においてY多 数の面で調査を行なったものは山手道

路建設に伴 う調査が4面 と一番多 く、市庁舎第2別 館建設 に伴 う調査では2面 、その他 の

調査では地 山1面 とな っている。山手道路調査地点は、今回の調査地 と隣接 してお り、各

面を比定することは可能である。すなわち、調査地第4層 上面=山 手道路調査地点第4層

上面 となり、同様 に、第6層 上面=第5層 上面、第7層 上面=第6層 上面 とな る。鋤溝 の

方向は両者共一致 し、多少の振れはあるものの、座標北 に対 し約35～40° 西に振 った方 向

もしくはそれに直交す る方向となる。この方向 は各面でほとんど変わ らず同一方向を維持

してお り、耕作地 として開発を受 けてか ら後、条里 の方向が変わらなかったことを示 して

いる。同様 に他の調査地点を見てみ ると、市民文化会館調査地点では幅約2m、 深 さ40～

80cmの 溝SD-1が 存在 し、この溝 に並行または直交する形で鋤溝を検出 している。SD-

1は その形状や周囲の状況か らも条里坪境溝 と考えて良 いと考える。ここにこれを裏付 け

る資料がある。周辺の中世 の景観については、第2章 で も述べたとおり、貝塚市教育 委員

会の近藤孝敏が中心 とな り市内に残 る字名を調 べ、地籍図に照合させて景観復元を行な っ

た功績がある。 この図を現在の住宅地図に写 し、周辺の調査結果 と照合 させると、SD-

1は10と11の 坪境線 の延長線上に位置する。すなわち22と23の 坪境 とい うことにな る。S

D-1の 東側 にあたる本調査地の字名がノッボであることもこれを裏付れている。このS

D-1の 方向が座標北 に対 し、35～40° で、本調査の鋤溝の方向とも合致する。市民文化
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会館の調査地点で は、調査者が指摘す るように、 このSD-1に 対 して鋤溝 が並行す る部

分 と直交する部分が交互 に存在 し、SD-1の 延長 と思える溝は山手道路調査地点で も検

出 している。山手道路調査地点SD-1が それで、 この溝 は途中で南西の方向にやや曲折

する。ち ょうどこの辺 りに20mの 等高線が存在 し、 この方向がSD-1の 曲折する方 向 と

一致するので
、おそ らく地形的な制約を受 けたものであろう。同様に市庁舎第2別 館 の調

査地点では、鋤溝の方向が座標軸 に対 して60° と他 の調査地と方向のずれを見せるが、 こ

れ も地形的な制約によるものと思われる。必ず しも阡線 に基ず く整然 とした区画を持 って

いたとは限 らなか った ことが伺え る。

以上鋤溝の方向か ら条里 の復元を行 なってきた。ではこれらの条里 はいっ頃開発を受 け

たのであろうか。文献では、平安初頭にはすでに近木郷 の名が見え、早 くか ら開発を受 け

ていたとされているが、調査地周辺で は飛鳥～平安時代にかけての掘立柱建物が検出され、

少な くとも平安時代頃までは屋敷地 となっていた ものと思われる。周辺の土層観察では、

この土地が大規模 な開発を受けたのは、調査地第6層 推積時においてである。第6層 推積

時 には下層の第7層 、および地山面を大 きく削平 し、広範囲で土地 を整備 したことが伺え、

第6層 以降の包含層 は、周辺の調査では普遍的に認 め られるようになる。 この第6層 か ら

は、皿一i～2期 の瓦器を中心 として、羽釜や輸入磁器等 が出土 し、13世 紀代 にこれ らの

開発が行なわれたと考える。 しか しなが ら、第7層 は基本層序 の項で も述べたとお り、下

面で多数の踏み込み痕等を検出することか ら水田層 と考え られ、平安時代以降は耕作地 と

なってお り、大規模開発の下地 はすでにあ ったと考 え られる。

これ らの田地で耕作 を行な っていた人々にっいて は、周辺の調査では柱穴等の遺構 が見

つかっていないことか ら、少 し離れた部分 に集落があったものと考え られる。おそ らく調

査地南東 の高 い部分に広がっていたのではないだろ うか。このことは今後の発掘調査 に委

ねたい。

さて条里 とは離れるが、周辺の中世以前 の遺構 にっ いても若干の考察を行ないたい。先

にも触れたように、調査地周辺は平安時代頃まで掘立柱建物等が検出され、集落が広 が っ

ていたものと考える。 しか し、出土遺物の中には石帯や円面硯等が存在 し、また市民文化

会館調査地点では直径4m、 深さ1.8mを 測る大型の井戸 も検 出 し、中か らは土師器 や精

緻な作 りの須恵器が出土 し、祭祀の痕跡 も残 っている。このような状況か ら周辺が一般 の

集落であったとは考え難い。このような中世以前 の建物等 は本調査地では検出されず、 コ

モ池周辺か ら南東に広 がっていた もの と考 えられ る。
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こうした考えを示唆す るもの として、 コモ池の南側 には字名 にコギ堂の名が見え、先の

近藤氏 の中世景観復元図では、藤原定家の 『御幸記 』に見える 「コ木ノニ王堂 」=近 木如

法堂をこの辺 りに推定 している。近木如法堂は熊野参詣の際の昼給養所 とされ、国司 の計

いで院や中央貴族、王臣等を接待 していたとされている。それがもし事実 として、 そのよ

うな重要な地点 にこの場所が選 ばれたのであれば、 これを受け入れるだけの下地がすで に

この周辺 にあったのではないだろうか。 これは推定 にしかす ぎず、 これを裏付 けるには今

後の発掘調査事例の増加を持たな くてはならないだろう。

以上、本調査の結果を基 に周辺の景観復元を試みたが、全体像を知 り得 るために明 らか

になったのは、 まだ ほんの一部分で しかない。本調査地を含 む加治 ・神前 ・畠中遺跡 は近

木庄の中心地で もあ り、今後は近木庄の解明 も視野 に入れ、発掘調査で これを明 らか に し

てい く必要があ るだろう。

なお、既往の調査、分析等 にっいて認識不足が多々あると思われるが、 これは著者 の非

力によるものであり、諸賢の批判を願 うものである。
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図22調 査区周辺条里復元図 黐 飜 翻 際露 驪5° °分の1地形図に加算
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第1区 鋤 溝 群(1、5、6)、 第II区 鋤 溝 群(11、13、19、22)出 土 土 器



図
版
11

出
土
遺
物

第1区 包 含 層 第4層(36、31)、 第6層(49、51、57～60、62、63)出 土 一ヒ器
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第II区 包 含 層 第3層(64、65)、 第4層(71、73)、 第5層(76、79、81、82)出 土 ヒ器



図
版
13

出
土
遺
物

第II区 包 含 層 第6層ll～ 土 上 器(88、99、120、121、124)、 金 属 製 品(144～146)
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